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制」と書かれた和歌である。毎回、様々な模様に縁どられ

ている。そしてその明治天皇の和歌の横にはイラストが置

かれているが、多くの場合は和歌や巻頭ニュースとは関係

がない（図 3）。

既述のように投稿原稿を受け付けていたが、投書箱は 2

月 17 日から艦内に設置されたため 2号から投稿のみで紙

面を飾るということをなく、副長による「我建国ノ精神」

の連載がスタートしている。以後、「日章国旗の意義由

来」、「軍艦磐手戦歴」など海軍活動の根本的知見に関わる

連載が続く。これ以外にも 2号からは「巡航地・寄港地案

内」が不定期連載として掲載され、さらには漫文「ラック

ル早降リ法」が掲載されるなどバラエティ豊かな紙面作り

が行われている（図 4）。

投稿原稿が掲載されはじめる 8号以降は随時、漫画漫文

や狂歌、詩歌などが掲載されるようになり、画一的な紙面

作りではなく娯楽も重視していることがわかる。また、こ

れ以外にも随時入ってきたニュースを掲載しており、3号

には「欧米情報」としてロンドンのニュースが伝えられる

などしており、世界各地の情報が掲載され続けている。も

ちろん日本国内のニュースも掲載され、8号には美濃部達

吉が襲われた情報、オリンピック選手の決定など多岐に

渡っている。発行の中期以降になると娯楽性も高くなり、

艦内で結成されている相撲部を数回に渡って取り上げ、

「相撲部員銘伝」として部員の詳細な紹介も行っている。

何日も同じ船内での活動が続くため、相撲のようなス

ポーツや映画・演劇というものは娯楽として非常に重要視

されていたようである。磐手新聞社としても娯楽を重要視

していたことは既述のように漫画漫文などを多く取り上げ

る紙面作りからも分かるが、号外からも理解できる。この

「いはて新聞」の号外が発行されたのは全部で 3回である。

1回目は 2 月 23 日に発行され、一面に「低気圧襲来！！

見事な夜間作業」と書かれており、海上において号外にな

りうるニュース性を把握することが出来る。そして裏面に

は「待望の映画封切さる！！」と書かれ、実際に上映され

るのは「皇国の栄」、「御召艦上ノ満州国皇帝」、「源氏小僧」

の 3本であった。2回目の号外は 2月 29 日に発行されて

おり、「ラヂオニュース」と書かれている。ラジオから通

じて艦内に入ってきた二・二六事件の続報を時系列的に並

べており、戒厳令下の様子や投降を呼びかける文面などが

記録されている（図 5）。そして 3つ目の号外が 3月 14 日

に発行されており、「祝優勝」と書かれ、相撲および銃剣

術の勝敗表が掲載されている。

このように艦船ならではの重要性を持ったニュースに関

しては号外が出されていたが、途中から発行されなくな

る。しかし、号外として出されたニュースバリューと同等

図 4　ラックル早降リ方（2号より）

図 3　巻頭和歌およびイラスト（10号より）

図 5　二・二六事件に関する号外
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のものはどのように扱われていたのか。事件に関しては重

大なニュースが起こらなかったことからも通常の紙面内に

組み込まれていくが、娯楽的要素の高いものは通常発行の

紙面だけではなく、付録として活用されていく。付録は当

初は、巡洋艦磐手の命名の元になった磐手神社の説明や航

路予定図、訓示や海兵学校など堅い内容のものしか発行さ

れていなかったが、次第に娯楽内容へと変化していく。6

月 14 日に発行された付録では「映画の夕」として粟島す

み子主演の「デパートの姫君」を取り上げており（図 6）、

裏面にはそれ以外の上映作品である「のらくろ二等兵」お

よび武道大会の結果を取り上げている。この「映画の夕」

は 6月 21 日にも付録として掲載され、その時は「花火」、

「難船す物語」が上映されている。

その後も娯楽路線は続き、6月 17 日に発行された付録

では「待望の軍艦磐手の歌が出来ました」として「軍艦磐

手の歌」の五線譜と歌詞とともに、「大洋を行く」、「洋上

の母恋し」、「航海日記」、「マドロスの歌」、「越え行く潮

路」、「今昔の感」の歌詞のみが掲載されている。また、翌

6月 18 日の付録には「演芸会」および「運動会」のプロ

グラムが掲載されており、洋上における娯楽情報として大

きな役割を担っていることが分かる。

しかし、その後はこのような映画上映や演劇・武道大会

の情報は次第に本紙へと移行し、これまで本紙で随時掲載

されていた寄港地案内が付録として発行されることにな

る。新しい港に寄港するごとに新たに付録が発行され、シ

アトル、ロサンゼルス、インド諸島、キューバ、ボルチモ

ア、メキシコ、ハワイ、ホノルル、南洋諸島、ヤルート島、

トラック島、サイパン島を現地の気候・風土から旧跡など

に至るまで時にイラストを入れながら概説的に紹介してい

る。

5．おわりに
以上、簡単にではあるが『磐手新聞』を紹介してきた。

この新聞を小野自身が入手した経緯に関しては不明である

が、彼のコレクション内にこれ以外の艦内新聞が存在して

いないことから、艦内新聞を体系的に収集していたわけで

はなく、新聞学研究において総括的に収集していた中で手

に入れたものと推察することはできる。また、社会情報研

究資料センター所蔵の『磐手新聞』には途中、7月 10 日

にシアトルから練習艦隊主計長藤田伝次が出した手紙の写

しが挿入されている。さらには航海日誌の一部の写し、及

び欧米の言葉の説明書きの写しも同封されていることか

ら、藤田かその関係者の所有物を何らかの経緯で小野が入

手したものと考えられる。

＜文献＞
・ 木下直之・吉見俊哉編『ニュースの誕生 かわら版と新聞
錦絵の情報世界』（東京大学総合研究博物館、1999 年）

・ 社会情報研究資料センター高度アーカイブ化事業編『小野
秀雄関係資料目録』（東京大学大学院情報学環附属社会情
報研究資料センター、2012 年）
・ 山中恒「日本ミニコミ紙の元祖・艦内新聞」（『日本古

書通信』939 号、2007 年）
図 6
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社会情報研究資料センター所蔵資料の保存対策
飯野 洋 一

1．発端
平成 23 年 4 月 1 日、経済学図書館図書運用係長から情

報学環・学際情報学府図書係長に異動した時点での社会情

報研究資料センター所蔵資料の保存状況は以下のとおりで

あった。

　 

・ 新館Ｍ 4階　製本原紙（2121 冊）、新館 3階（3397 冊）

に黴付着

・新館Ｍ 3階　製本原紙（2070 冊）に黴繁殖

・ 新館 1階　マイクロフィルム 3万本を収納したキャビ

ネット付近から強度の酢酸臭

・地下書庫前室　製本原紙（460 冊）に黴付着

・地下書庫 1室　新聞縮刷版（2700 冊）に黴付着

・地下書庫 2室　製本原紙（800 冊）に黴繁殖

・地下書庫 3室　新聞縮刷版（4500 冊）に黴繁殖

・地下書庫 4室　製本原紙（1800 冊）に黴付着

このような状態にも拘らず、保存環境は脆弱であった。

新館1階、Ｍ2階の空調機は平成18年 6月、地下書庫1室、

4 室～ 5 室の空調機は平成 11 年 7 月の設置以降、保守点

検が実施されたことは一度もなかった。

地下書庫 1室～ 5室に平成 13 年 5 月、家庭用除湿機が

設置されたが、老朽化し、ほとんど用をなしていなかった

（図 1「社会情報研究資料センター所蔵資料の保存状況平

成 23 年 4 月 1 日現在」を参照）。

一刻の猶予もならない危機的状況であったと言ってよい。

図1　社会情報研究資料センター所蔵資料の保存状況� 平成23年 4月1日現在
場　所 資　料 数　量 設　備 状　況
新館M4 階 製本原紙 2121 冊 なし 黴付着
新館 3階 製本原紙 3397 冊 なし 黴付着
新館M3 階 製本原紙 2070 冊 なし 黴繁殖

新館M2 階 マイクロフィルム 18000
リール 空調機（平成 18 年 6 月設置）

新館 1階 マイクロフィルム 30000
リール 空調機（平成 18 年 6 月設置） 酢酸濃度 3ppm

平成 23 年 6 月 23 日

地下書庫

前室 製本原紙 460 冊 なし 黴付着

1室 新聞縮刷版 2700 冊
空調機（平成 11 年 7 月設置）

黴付着
家庭用除湿機（平成13年5月設置）

2室 製本原紙 800 冊 家庭用除湿機（平成13年5月設置） 黴繁殖
3室 新聞縮刷版 4500 冊 家庭用除湿機（平成13年5月設置） 黴繁殖

4室 製本原紙 1800 冊
空調機（平成 11 年 7 月設置）

黴付着
家庭用除湿機（平成13年5月設置）

5室 原紙 無量
空調機（平成 11 年 7 月設置）
家庭用除湿機（平成13年5月設置）
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2．各年度の資料保存対策
1）	平成 23 年度の資料保存対策

平成 23 年度委員会経費は前年度末に事実上決定されて

おり、資料保存対策に充当できる予算は消耗品費だけとい

う状況であった。このため、緊急避難的に必要最小限の措

置を取った以外は有効な対策を講じることができなかった。

6月に産業医の巡視があり、新館 1階のマイクロフィル

ムを収納したキャビネット付近から強度の酢酸臭がしたの

で、人体への影響について指摘を受け、環境改善を要請さ

れた。

6月 23 日、新館 1 階の酢酸濃度を測定したが、酢酸濃

度は 3 ppmであった。新館 1階は相対湿度が 71％と高い

ため、このままではフィルムベースの加水分解が進行し、

酢酸濃度は高まる危険性があり、エアコン等の機器に腐食

が生じる可能性があった。

このため、7月に新館 1階に業務用除湿機を設置し、空

調機の保守点検を実施した。9月 12 日に酢酸濃度を再測

定した結果、3 ppmから 1.5 ppmに半減した。

さらに、地下書庫 2室～ 3室の製本原紙、新聞縮刷版に

黴が大量に繁殖しているため、業務用除湿機を各 1台設置

した。

2）平成 24 年度の資料保存対策

前年度 5月に平成 24 年度の委員会経費 25％削減の要請

があり、新聞データベースの契約、外国新聞（数タイトル）

の購入を中止した。これによって、委員会経費 25％削減

に対応すると共に資料保存対策費として約 90 万円を確保

した。

田嶋記念大学図書館振興財団助成金の交付申請が承認さ

れ、委員会経費と併せて、黴が繁殖している地下書庫 2室

の製本原紙約 800 冊、3 室の新聞縮刷版約 4500 冊の黴拭

き取り作業、書架の棚板 252 段のクリーニングを 5月下旬

から 6月上旬にかけて実施することができた。

地下書庫と新館Ｍ 3階に収蔵されている新聞縮刷版・製

本原紙に黴が大量に付着・繁殖し、新館 1階の酢酸濃度が

4月 26 日時点で 3 ppmと高く、資料保存の上で極めて望

ましくない状況にあった。新館 1階の除温機（前年 7月に

設置）は 5月上旬に稼動を停止した。

このため、6月に業務用除湿機を地下書庫 1室、4室に

各 1台、Ｍ 3階に 2台設置し、新館 1階に 1台を再設置し

た。その後、新館Ｍ 2階の湿度が高いため、新館Ｍ 3階の

1台を新館Ｍ 2階に移設した。

特筆すべきは、新館 1階の空調機の新規設置である。平

成 18 年 9 月に設置した新館 1階の空調機は老朽化が著し

く、修繕、清掃、冷媒補充に努めたが、8月下旬に稼動を

停止するに至った。

9月下旬には業務用除湿機も稼動を停止し、一時は扇風

機 1台のみで対応するという由々しき事態に立ち至った

が、学環長裁量経費により、10 月に空調機を新規設置す

ることができた。

空調機の正常な稼働を維持するため、新館 1階の空調機

の保守点検（年 4回）と地下書庫 1室、4室～ 5室と新館

Ｍ 2階の空調機の保守点検（年 1回）を実施した。

3）平成 25 年度の資料保存対策

前年度 3月に平成 25 年度の委員会経費 20％削減の要請

があった。年度末のため、外国新聞の購入中止で対応する

ことができず、他の費目（マイクロフィルム購入費、消耗

品費など）で削減に対応せざるをえなかった。資料保存対

策費も約 90 万円から約 55 万円に減額となった。

5月に長期間に亘り停止していた書庫内のダクトを再稼

働し、6月に 9ヶ月ぶりに業務用除湿機を新館 1階に再々

設置した結果、新館 1 階の酢酸濃度は 6 月 10 日時点で

1ppm、12 月 9 日時点で 0.5ppmと激減した。

6月に新館 1階～Ｍ 4階及び地下書庫の床の汚れが酷い

ため、書庫清掃を実施し、新館Ｍ 3階の湿度が 80％を越

えているので、業務用除湿機を 1台増設した。

ただし、地下書庫 1室の 1台（前年 5月に設置）は 9月

上旬に至り、稼働を停止した。また、製本原紙に黴が大量

に付着しているため、11 月下旬に新館Ｍ 2階の 1 台を新

館Ｍ 4階に、新館Ｍ 3階の 1台を新館 3階に移設した。

10 月に黴が繁殖している新館 1階前室の Times Index

など 406 冊を対象に黴拭き取り作業（棚板クリーニングも

含む）を実施した。

空調機の正常な稼働を維持するため、新館 1階の空調機

の保守点検（年 2回）と社会情報研究資料センター事務室

及び閲覧室、地下書庫 1室、4室～ 5室と新館書庫Ｍ 2階

の空調機の保守点検（年 1回）を実施した。

その他、阪神淡路大震災関係の新聞原紙（中性紙箱収

納）の移動、地下書庫前室、新館Ｍ 4階の製本原紙の廃棄

東日本大震災関係の新聞原紙の保存などを実施した。



271（2412）

―12―

4）平成 26 年度の資料劣化対策（予定）

前年度 6月に平成 26 年度の委員会経費 30％削減（平成

24 年度比）の要請があり、外国新聞（数タイトル）の購

入を中止した。

当初は購入中止分で新規に新聞データベースを契約する

予定であったが、技術的障壁と費用対効果について検討し

た結果、新聞データベースの契約を見送り、資料保存対策

に充当することになった。

平成 26 年度の委員会経費は確定していないが、黴が繁

殖、付着し、危機的状況に陥っている製本原紙（新館Ｍ 4

階～Ｍ 3階）の黴拭き取り作業、新館 1階のキャビネット

廃棄、棚板設置、中性紙舟にマイクロフィルム収納（一部

実施）、空調機の保守点検、業務用除湿機の設置、書庫清

掃などを実施する予定である。

3．広報・見学会
平成 24 年 5 月～ 6 月に実施した黴拭き取り作業につい

て、『社会情報研究資料センターニュース』第 23 号、

『Better Storage』2013 No.03 に掲載した。

文部科学省図書館、工学・情報理工学図書館から掲載記

事について問い合わせがあった。

平成 24 年 5 月～ 6 月に実施した新聞縮刷版・製本原紙

の黴拭き取り作業の学内見学会を 8 回（5 図書館（室）　

参加者約 50 名）、平成 25 年 10 月に実施した Times Index

などの黴拭き取り作業の学内見学会を 2回（2図書館（室）　

参加者 13 名）開催し、書庫見学も行った。

さらに、社会情報研究資料センター所蔵資料の保存対策

の見学会を平成 25 年 10 月（国立国会図書館関西館、京都

大学東南アジア研究所、アジア経済研究所図書館など 6図

書館（室）　参加者 7名）、平成 26 年 1 月（新図書館構想

幹事会、新図書館課題検討グループ　参加者 11 名）に開

催し、書庫見学を行い、意見交換をした。

4．平成27年度以降の課題
平成 23 年 4 月に異動後、社会情報研究資料センター所

蔵資料の保存対策を講じてきた。その結果、3年前に比較

して保存状況は格段に整備されたが、保存対策はその緒に

ついたばかりで、課題は山積している（図 2「社会情報研

究資料センター所蔵資料の保存状況　平成 26 年 4 月 1 日

現在」を参照）。

前途は遼遠であり、課題の解決は容易なことではない。

残された在任期間は 1年となり、時間的、予算的制約の

ため、山積する課題を全て解決することは不可能になっ

た。しかし、平成 27 年度以降も引き続き資料保存対策を

図2　社会情報研究資料センター所蔵資料の保存状況� 平成26年 4月1日現在
場　所 資　料 数　量 設　備 状　況
新館M4 階 製本原紙 2121 冊 除湿機（平成 25 年 11 月設置） 黴付着
新館 3階 製本原紙 3397 冊 除湿機（平成 25 年 11 月設置） 黴付着
新館M3 階 製本原紙 2070 冊 除湿機（平成 24 年 7 月設置） 黴繁殖

新館M2 階 マイクロフィルム 18000
リール 空調機（平成 18 年 6 月設置）

新館 1階 マイクロフィルム 30000
リール

空調機（平成 24 年 10 月設置） 酢酸濃度 0.5ppm
平成 25 年 12 月 9 日業務用除湿機（平成25年6月設置）

地下書庫

前室 製本原紙  0 冊 廃棄（平成 25 年 9 月）
1室 新聞縮刷版 2700 冊 空調機（平成 11 年 7 月設置） 黴付着

2室 製本原紙  800 冊 業務用除湿機（平成24年3月設置） 黴拭き取り
平成 24 年 5月～ 6月

3室 新聞縮刷版 4500 冊 業務用除湿機（平成24年3月設置） 黴拭き取り
平成 24 年 5月～ 6月

4室 製本原紙 1800 冊
空調機

黴付着
業務用除湿機（平成24年5月設置）

5室 原紙 無量 空調機（平成 11 年 7 月設置）
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講じていかなければならない。

そのためには、予算の確保が必須の条件となるが、委員

会経費のみでは空調機の保守点検、書庫清掃などに止ま

り、抜本的な解決には不十分である。

田嶋記念大学図書館振興財団助成金（隔年で申請）、『上

海日日新聞』『大連新聞』の版権料収入（平成 27 年度から

情報学環の収入）などの外部資金を活用し、資料整備（黴

拭き取り作業、マイクロフィルムの全点調査と修復など）、

環境整備（空調機、空気清浄機の設置など）を講じていく

必要がある。

のみならず、資料保存対策の必要性、緊急性について学

環長、事務長を始めとする情報学環教職員の理解と協力を

得る必要がある。作業遂行に際しては、関連業者との深い

信頼関係に基づき、綿密な打ち合わせを行い、円滑に遂行

することが肝要である。

さらに、地下書庫の壁、床、集密書架、空調機が著しく

老朽化しており、資料保存の上で危機的状況にある。新図

書館構想と連動し、新図書館課題検討グループ（自動化書

庫・資料保存検討チームなど）と資料保存について問題意

識を共有して、地下書庫の全面的改修を実現していくこと

が将来の最重要課題である。

従来どおり、経済学部資料室の小島浩之講師、矢野正隆

特任助教を始めとする資料保存の専門家に助言と指導を受

けると共に、社会情報研究資料センターニュースへの掲載

などの広報活動、見学会などを積極的に行い、学内他部

局、他大学とも連携し、資料保存の実を挙げていくことが

求められる。

　（飯野　洋一　情報学環・学際情報学府図書係長）
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セ ン タ ー 情 報
■社会情報研究資料センター長
平成 25 年度　佐　倉　統（情報学環）

■社会情報研究資料センター運営委員会委員
平成 25 年度の委員の方々です。
馬　場　章　　 （委員長　情報学環）
佐　倉　統　　 （情報学環）
石　崎　雅　人（情報学環）
金　森　修　　 （情報学環）
丹　羽　美　之（情報学環）
中　野　公　彦（情報学環）
成　原　慧　　 （情報学環）

■外国新聞の購入中止
　平成 26年度から下記の外国新聞（原紙）の購入を中止いたします。
　Bangkok Post、Daily Mirror、Financial Times、Los Angeles Times、Le Monde、New 
York Times、Observer、Times、Washington Post、Die Welt

■阪神淡路大震災関係の新聞原紙の移動
　平成 25年 8月 6日、情報学環正面玄関地下のドライエリアの倉庫に長期間に亘り保管され
ていました阪神淡路大震災関係の新聞原紙（中性紙箱収納）178箱を新館書庫Ｍ 2階へ移動し
ました。
　国内紙は52タイトル（保存期間　平成7年1月17日～7月20日）、国外紙は29タイトル（保
存期間　平成 7年 1月 17日～ 2月 17日）です（表紙写真を参照）。

■黴拭き取り作業
　平成 25年 10 月 3日～ 4日、黴が繁殖している新館１階前室の Times Indexなど 406 冊を
対象に黴拭き取り作業（棚板クリーニングも含む）を実施しました。

■東日本大震災関係の新聞原紙の保存
　平成 26年 2月、東日本大震災関係の新聞原紙を新館Ｍ 4階に保存しました。国内紙は 49
タイトル（保存期間　平成 23年 3月 11日～ 9月 15日）、国外紙は 38タイトル（保存期間　
平成 23年 3月 11日～ 4月 15日）です。
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